
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月１７日 

美 里 町 議 会 

教育、民生常任委員会 

 

教育、民生常任委員会 

報 告 書 
 



 

１、政策研究に関する事項    「少子高齢化対策」 

 

 

２、経過 

 

平成 24年 4月 20日  少子化対策から協議することを確認 

5月 28日 

  本町の少子化対策の現状分析 

日本一の子育て村を目指す邑南町に学ぶ 

ため所管事務調査を行うことを確認 

7月 2日 
  本町と邑南町（島根県）の施策対比と所管 

事務調査のポイント整理 

7月 19日 
  邑南町および公立邑智病院（邑南町他２町）

を視察・研修 

8月 29日   所管事務調査のまとめと報告書の確認 

11月15日 
  所管事務調査を踏まえて本町施策の現状を 

分析検討 

12月 7日 
  関係各課への詳細確認を行い、現状を分析し 

課題を検討 

平成 25年 1月 17日 
  課題の検討と中間報告および今後の進め方 

について協議 

2月 14日  中間報告のまとめ 

5月 1日  所管事務調査のポイント整理 

5月 30日  長崎市および長崎市図書館を視察・研修 

6月 4日～7日  議会報告会において町民の意見を聞く 

6月 18日  所管事務調査のまとめと報告書の確認 

8月 7日  健康福祉課担当職員と意見交換 

8月 22日  南郷病院、子ども家庭課担当職員と意見交換 

10月 28日  報告書のまとめ 

11月 12日  報告書のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 



 

３、まとめ 

  本委員会は、「少子高齢化対策」のうち、「少子化対策」をテーマに検討を

行った。その結果、下記事項を提言し、町当局に対し政策に反映されるよう

強く要望する。 

 
1．一般不妊治療費の助成 

  ①治療費が高額になるため経済的支援により負担軽減を図る。 

  ②制度化することにより相談しやすい環境をつくる。 

 

2．妊産婦の歯科健診費用の助成と歯科衛生指導 

  ①歯周病やむし歯が進みやすい妊産婦の時期に専門家のチェックとアドバイ

スにより母子の健康を守る。 

  ②経済的支援と合わせて健診時の衛生指導と啓蒙を図る。 

 

3．南郷病院の小児科診療の継続と常勤医師の確保 

 

4．ワンストップで対応できる子育て支援体制づくりとスタッフの充実 

  ①課を超えた連携を図る。 

  ②関係課を近くにまとめるなど、窓口一つで相談に対応できる体制づくり。 

 


